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研究成果の概要 

精子と卵の起源となる生殖細胞は、唯一個体再生が可能な細胞である。本研究では、「鰭（ヒレ）か

ら魚を創る」目標のために、分化したヒレの細胞から生殖細胞を創り出すことを目指している。そのた

めに（１）分化したヒレの細胞からさまざまな細胞に分化可能な多能性幹細胞を作出し、（２）多能性

幹細胞から生殖細胞へ分化させ、（３）生殖細胞を魚の精巣と卵巣へ移植し精子と卵を産生させる、と

いうプロセスが必要となる。２０２２年度には、メダカ胚を用いて（２）と（３）を達成した。 

メダカを含む脊椎動物の初期胚の細胞は、その多くが身体を構成する体細胞へ分化し、ごく一部の細

胞集団のみが生殖細胞へと分化する。本研究では、初期胚のほぼ全ての細胞を生殖細胞に分化させるこ

とが可能な「生殖細胞化」試薬を開発した。生殖細胞化試薬をメダカの受精卵に顕微注入し、その細胞

を別個体の精巣や卵巣に移植すると、移植細胞由来の精子と卵が得られた。そして、それらの精子と卵

を受精させると正常なメダカが誕生した。すなわち、生殖細胞化試薬によって生殖細胞化した細胞から

機能的な配偶子（精子と卵）が得られることが明らかとなった。 

近年、マグロのように産業的な価値は高いが、飼育が難しい魚の配偶子を、飼育が容易な魚に作らせ

る「借腹生産」技術の開発が進められている。従来、効率的な借腹生産のためには、胚や生殖腺等から

生殖細胞を選別・濃縮する必要があり、その工程には高度な技術を要する。本研究で開発した生殖細胞

化試薬は、受精卵へ顕微注入すれば生殖細胞の選別なしに細胞移植が可能なため、簡便で高効的な借腹

生産技術に繋がる。 
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